
サポートチーム 支援地域

上越地域振興局 妙高市 瑞穂地区

【チームメンバー】 281人(108世帯) 高齢化率：41%

・上越地域振興局企画振興部
・上越地域振興局地域整備部
・上越地域振興局健康福祉環境部
・上越地域振興局県税部
・上越地域振興局農林振興部
・上越地域振興局妙高砂防事務所
・妙高市地域共生課

地域の概要：妙高市新井地域の南部、長
野県飯山市に通じる国道292号沿いに位
置し、酒蔵があるなど豊かな自然に恵まれた
農村地域である。

地域の資源（ヒト・モノ・コトなど）：豊富な
湧水があり、酒造りをはじめ、NPO法人みず
ほっとによる手作りこんにゃくなど人気が高い。
しめ縄づくりなど伝統技術も承継されている。
コミュニティバスの運行も開始した。

地域づくりサポートチーム事業 成果報告シート（上越チーム）１／２

1年目の取組 ２年目の取組 ３年目の取組

≪サポートチームによる支援≫
• 各集落、瑞穂協議会、NPO法人みずほっとから選出された委員からなる、地域主導で設置した検討委員会で、人口減の中でも安心して暮らしていけるため
の組織について「こうあるべき、こうしたい」という”未来”を描く話し合いを進めています。サポートチームは妙高市と協力して検討委員会の活動をサポートしていま
す。

取組概要 地域が自ら描く未来をサポートします！ ※令和２年度成果報告会での“いきごみ”より

≪地域の取組（アウトプット）≫

• ［１］地域運営体制の抜本的な見直し
• ［２］若い世代の住民の役割づくり
• ［３］地域住民が会員となっているNPO法人との補完性の

ある関係づくり

◎実現ビジョン

• 自らの運営によりいつまでも持続していける地域を目指す

◎目指す将来像

瑞穂地区の実践プラン

[概要]「持続可能な地域をつくるための組織づくり」
に向け活動を開始

[概要] 「地域の未来を思い描く」体制ができた [概要] 検討内容の実現に向けた準備

関連画像 関連画像 関連画像 関連画像 関連画像 関連画像

• 瑞穂地区の実現ビジョンに向けた活動主体
を決定した（５集落、瑞穂協議会、NPO
法人みずほっと）

• 各集落、協議会への聞き取り結果から、課
題の見える化を行い共有した。

• 意見交換から瑞穂地区の実践プランを作
成した（地域が主役ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑは伴走者）

• 地域が主体となって、地区の将来における
課題や取組目的の再認識を行った。

• 地域主導により新たに「検討委員会」を設
置した。

• 各集落から選出した若い委員により地域
の課題について検討した。（行事・祭り、
共同作業）

• 検討委員会で課題の検討を継続。
（役員・組織ほか）

• 検討結果を瑞穂協議会へ提案(3月7日)
• 地域の未来を担う、若い世代との意見交
換を進める。（若い世代の役割づくり）

①：
サポートチームの基本情報について、
実践プラン等を基に記入

■取組テーマ：
3
要

■サポートチームによる支援：
サポートチーム行った支援の内容

■地域の取組
・各年における地域の取組を記載。
・概要は、各年の概要を記載
・取組の様子分かる画像を挿入
・画像下には、取組の説明を記載

※
像数の指定無し



地域づくりサポートチーム事業 成果報告シート（上越チーム）２／２

◎地域づくりの点から、地域に起こった変化（アウトカム）

地域主導で
新たな検討
組織を設置

• 各集落全ての役員が交代し、サポートチーム活動の引継ぎ
がうまく行かなかったことや、活動への理解が不十分なことも
あり、活動が一時停滞した。

• 地域自らが地区の将来に危機感を持ち、課題・目的の再
認識に向けて話し合いを重ねた。

• 検討組織を見直し、新たに検討委員会を設置した。

地域主導で
話し合いを重
ね、未来を描
く体制ができ
た

• 話し合いを継続するため、令和３年度末までの任期で各
集落、NPO法人みずほっと、瑞穂協議会から委員を選出
し、地域の未来を描く体制を地域主導で作った。

• 検討委員会の座長や協議会への提案も委員が行うなど、
自主的に活動に参加することで地域の課題や一員としての
意識が深まった。

検討委員会
で作成した協
議会への提
案の実現に
向けて

• 検討委員会では様々な意見が出される。集落
により実情が異なり、現時点での実行が難しい
事項もある。

• 未来を思い描いた提案について今はできなくても、
振り返り、将来に実現できるように、委員の総意に
より提案書を作成した。

関連画像関連画像

関連画像

関連画像

関連画像関連画像

◎次年度以降、地域の取組について（取組の展望、進展に向けた課題、地域振興局のフォロー等）

• 検討委員会の任期（令和4年3月31日）終了後も地域の実現ビジョン「持続可能な地域を作るための組織
づくり」活動の継続が必要。

→協議会への提案内容の「実行」や「振り返り」を行う体制が必要。
• 瑞穂協議会では検討内容の実現に向けて、「活動を検証する組織」の設置を検討している。
→年度末の理事会で提案する予定。

■成果
・前記の
りにより、３年前と比べて、地域において
どんな変化があったのか。その項目と内容
を記載
・地域づくりの進展に関わる地域の変化
（寄与）を記載
・例えば、地域づくりの体制構築・充実、
地域資源の収益化、ノウハウの蓄積、意
識変化など、
・成果に関連する画像を挿入

■地域づくりの進展に向けた課題等：
・今後の取組の進展や地域の自走等に
向けた課題等
・次年度以降の地域の取組の展望
・次年度以降の地域への関わり方や、ア
フターフォローなど

※
の指定無し

A地区 B地区 C地区 D地区 E地区

地区の運

営組織

★各地区は当面現状のままと

するが、各地区の判断により対

応する。

区長

副区長

会計

・・・

地区事務

の集約
☆事務の集約を進める。

　　　　－例示ー

※全地区の事務集約がなされた場合は、協議会が行うことも考えられる。

協議会
協議委員の選出

（敬老会・夏の祭典）

協議会長、副協議会長の選出 協議会長、副協議会長の選出方法の見直しを行う。

瑞穂地区：持続可能な地域をつくるための役割・機能の共同化イメージ

（共助により住み続けられる地域づくり：10年後の姿）

女性や若者の選出について人数等を指定し、女性参画を図り、若

い世代の参加により後継者を育てる。

集約

集約
自主防災組織、除雪支部長・

副支部長、農家組合長、会館

清掃、中山間地域直接、多面

的事業、会計（収入業務）
集約

集約


